
石川県公立大学法人受託研究取扱規程 

平成２３年４月１日 

石川県公立大学法人規程法第４３号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、石川県公立大学法人（以下「法人」という。）における受託研究の取

扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

（１） 受託研究 法人が設置する大学（以下「大学」という。）が外部からの委託を受け

て行う研究で、これに要する経費を委託者が負担するものをいう。 

（２） 特許権等 特許権、実用新案権及び品種登録並びにこれらの権利を受ける権利を

いう。 

 

（受託研究の基準） 

第３条 受託研究は、大学の教育研究上有意義であり、かつ、本来の教育研究に支障を生

ずるおそれがないと認められる場合に限り行うものとする。 

 

（受託の条件） 

第４条 受託研究の受入れに当たっては、次の各号に掲げる条件を付すものとする。 

（１） 受託研究は、受託研究に要する経費の範囲内で行うこと。 

（２） 受託研究を委託者が一方的に中止することができないこと。 

（３） 受託研究の結果生じた特許権等は法人が承継した場合においては、委託者にこれ

を無償で使用させ、又は譲与することができないこと。 

（４） 受託研究費により取得した設備等は、返還しないこと。 

（５） やむを得ない理由により受託研究を中止し、又はその期間を延長する場合におい

ても、法人はその責めを負わず、また、原則として受託研究費は、返還しないこと。

ただし、特に必要があると認める場合には、不用となった経費の範囲内でその全部

又は一部を返還することがあること。 

（６） 委託者は、受託研究費を当該研究の開始前に納付すること。 

（７） 前各号に定めるもののほか学長が特に必要と認める条件。 

２ 委託者が国、地方公共団体、公社等の県関係機関、独立行政法人又は前記各団体から

の再委託により受託研究を申込む者であるときは、前項第４号及び第６号の条件を付さ

ないことができるものとする。 

 

（受託研究の申込み） 

第５条 受託研究の申込みをしようとする者は、受託研究申込書（様式第１号。以下「申

込書」という。）を、受託研究を行う大学の学長（以下「学長」という。）に提出するも



のとする。 

２ 学長は、前項の申込書を受理したときは、受託研究を担当する教員（以下「研究者」

という。）から受託研究計画書（別記様式第２号）を学長に提出させるものとする。 

 

（受託研究受入れの決定等） 

第６条 学長は、前条の申込が適当と認められるときは、受託研究の受入れを決定するも

のとする。 

２ 学長は、受入れを決定したときは、受託研究受入決定通知書（様式第３号）により、

委託者にその旨を通知するものとする。 

 

（契約の締結） 

第７条 学長は、前条第２項の通知を行った後、速やかに委託者との間に契約を締結する

ものとする。 

 

（受託研究に要する経費） 

第７条の２ 委託者が納付する受託研究に要する経費は、受託研究の実施に関して必要と

する謝金、旅費及び消耗品等の直接的な経費（以下「直接経費」という。）及び受託研究

の実施に関連し直接経費以外に必要とする経費（以下「間接経費」という。）を負担する

ものとする。 

２ 間接経費は、原則として直接経費の１０%に相当する額とする。ただし、委託者が国、

地方公共団体、公舎等の県関係機関、独立行政法人、又は前記各団体からの再委託であ

るときは、直接経費のみとすることができる。 

 

（受託研究の中止又は期間の延長） 

第８条 研究者は、受託研究を中止し、又は研究期間を延長する必要が生じたときは、直

ちに学長にその旨を報告しなければならない。 

２ 学長は、前項の報告を受けた場合において、やむを得ない理由があると認めるときは、

当該受託研究を中止し、又は研究期間の延長を決定し、遅滞なくその旨を当該委託者に

通知するものとする。 

 

（研究成果の報告等） 

第９条 研究者は、受託研究が完了したときは、受託研究完了報告書（様式第４号）を学

長に提出しなければならない。 

２ 学長は、委託者に対する受託研究の結果の報告を、前項の規定による報告書の提出後、

研究者に行わせることができる。 

 

（研究成果の公表） 

第１０条 受託研究に関する結果は、研究者の名において公表することができる。 

２ 前項の公表の時期、方法等について、必要がある場合は、学長は研究者の意見を聴い

て、委託者と協議して決定するものとする。 



 

（実施細目） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、受託研究の取扱いに関し必要な事項は、別に定

める。 

 

附 則 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

 



別記様式第１号（第５条関係） 

 

 受 託 研 究 申 込 書 

 

                              年  月  日 

 

      大学長  殿 

 

                     委託者 住 所 

                         氏 名        ㊞ 

                     （法人にあっては、法人名及び代表者氏名） 

 

 

  石川県公立大学法人受託研究取扱規程に基づき、下記のとおり受託研究を申込みます。 

 

記 

 

 １ 研究題目 

 

 

 ２ 研究目的及び内容 

 

 

 ３ 希望する研究完了期限      年  月  日 

 

 

 ４ 研究に要する経費 

 

 

 ５ 希望する研究担当者 

 

 

 ６ 研究用資材、器具等の提供 

 

 

 ７ その他 



別記様式第２号（第５条関係） 

 

受 託 研 究 計 画 書 

 

                              年  月  日 

 

      大学長  殿 

 

                   研究代表者 所 属 

                         氏 名        ㊞ 

 

 

 １ 研究題目 

 

 ２ 研究目的及び内容 

 

 ３ 研究期間          年  月  日から  年  月  日まで 

 

 ４ 研究場所 

 

 ５ 使用設備 

 

 ６ 受託研究経費 

経費区分 金  額 摘  要（積算方法等） 

   

 

 ７ その他参考事項 

 



別記様式第３号（第６条関係） 

 

 受 託 研 究 受 入 決 定 通 知 書 

 

                              年  月  日 

 

             殿 

 

 

大 学 長 

 

 

   年  月  日付けで申込みのありました受託研究については、下記内容により受

入を決定したので通知します。 

 

記 

 

 

１ 研究題目 

 

 

２ 研究期間 

 

 

３ 研究担当者   所  属 

          職・氏名 

 

 

４ 研究に要する経費 



別記様式第４号（第９条関係） 

 

受 託 研 究 完 了 報 告 書 

 

                              年  月  日 

 

      大学長  殿 

 

                   研究代表者 所 属 

                         氏 名        ㊞ 

 

 

  受託研究を完了しましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

 １ 研究題目 

 

 

 ２ 研究期間          年  月  日から  年  月  日まで 

 

 

 ３ 研究に要した経費 

 

 

 ４ 研究成果 （概要を記載し、成果の詳細を別紙添付する。） 

 

 

 ５ その他 

 

 

 


